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 植物 

－  前提 

考え方 

植物 立地環境 特性 応 生育 多様 種 相互 関連

系 わ 植物社会－群落 形成 い いう特性 有  

系 生動物 生息環境 維持 基 景観や

ョン資源 構成 自然環境 中 基礎的 要 要素 あ 古

食糧や生産物 原 料 人 生活 深 関わ 国土保全 水源

養 大気浄 気象 和等 環境保全機能 有 街地等 い 安

や憩い 場 生活環境 う い え い  

植物 い 影響評価 行う 当 う 植物 特性 十 案

長 県環境基本計 定 多様 自然環境 地域特性 応 保護 保全 生

物 多様性 確保 観 地域 環境特性 応 検討 行う必要 あ  

植物 種子植物 植物 蘚苔類 植物 藻類 地衣類 菌類 便

宜的 植物 含 等 多 類群 あ 種数 膨大 未 類学的

置付 明確 い 少 い 本県 い 在来種 維管束植物 種子

植物 植物 」,000 種 確 い う 環境

影響評価 中 網羅 調査 実施 現実的 地域

特性 応 適 対象や観 定 ン 要 あ  

環境要素 

 植物 環境要素 う 適 定  

環境要素 内容 観  

植物相 対象地域 植物相 概要 定 的 予測評価 求  

 あ 概略 定性的 記述  

  

植生 対象地域 現 植生 

現 植生 評価 基 い 影響 程度 予測評価 

土壌 植物 生育基 土壌 

注目 個体 集団 種及 群

落 

絶滅 や希少性 特異性 自然性等

主 自然科学的観 注目 個体 集団 種

及 群落 

花木 果実木 山菜 山 草 他地域 民 生 

 活 密接 関わ 個体 大 木や古木等 木等

集団 並木や大 木 古木等 集団等 種及 群落 

保全機能等 植生 有 水源 養 山地災害防 等 環境保 

 全機能 

他 都 地域 緑被率 緑視率等 

他地域特性及 業特性 応 内容 

記 う 観 影響評価 植物 予測結果 踏 え

環境要素 い 扱う 植生等 評価 観 一部概括

的 植物 中 扱う 可能 あ  

生動物 生息環境 植物 動物又 生態系 
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景観構成要素 植物 景観 

外 ョン 自然 触 合い 対象 植物 触 合い活動

場 

天然記念物 文 財 植物 文 財 

 

－  予備調査 

予備調査 目的 

予備調査 目的 植物 う 何 対象 環境影響評価 行う 及 対象

調査 予測 評価 手法 保全対策環境保全措置 方針 含 検討

必要 情報 得 あ 対象 業実施区域及 周辺

植物 概要 把握 対象 業実施区域 植物 置付 行う

対象 業実施区域 植物 概要 把握 対象 業実施区域 い 出現

可能性 あ 考え 注目 植物 推定 行う 必要 あ  

予備調査 項目 

予備調査 対象 基本  

予備調査 目 調査内容 

植物相 概要 日本海地域 地域等 植物区系 置

付 踏 え 地域 植物相 特性 

植物相 特徴 主要 植物種 既 文献等 植

物種 作成等 

地域 植物相 特性 踏 え 対象 業実施区域 植物

相 概要及 特性 

植生 概要 現 植生 植生又 土地利用 変 周辺 民 関わ

状況 植生 環境保全機能等 

注目 植

物 概要 

対象 業実

施区域及

周辺 

注目 個体 集団 種及 群落 特性 生育

条件等 法指定含  

対象 業実

施区域 

対象 業実施区域 い 出現 可能性 あ 注目

個体 集団 種及 群落 推定 

当 区域 い 注目 環境保全機能 

植物 対象 業実施

区域 置付  

周辺 比較等 対象 業実施区域 植物 要性

観 及 要性 程度 地域 民 関わ  

関連 目 植物 観 把握  

予備調査 目 調査内容 

気象 状況 植物 生育条件 気温 降水 積雪等 状況 

 
地象 状況 植物 生育基 標高 地形 地質 土壌 状況 

 
法 等 指定及 規制等

状況 

自然公園 自然環境保全地域等自然環境保全 係 規制

地域 天然記念物 保 樹等 指定 状況 

他県 植物 保全 係 計 地域版

等 有無等 

他 周辺地域 将来 植物 状態 影響 え 想

定 開発 動向等 
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予備調査 範囲 

予備調査 範 対象 業実施区域及 周 10～「0ずm 四方程度 区域 目安

地形等 他 環境要素 一体性 考慮 設定  

予備調査 方法 

予備調査 方法 基本  

予備調査 目 調査方法 

植物相 概要 

 

○既 文献等 整理 解析 主 既 文献等  

○ 長 県植物 長 県植物 纂委員会 1997 及 補遺 

○ 資料 

○ 河 水辺 国勢調査 生物調査結果 国土交通省  

○ 周辺地域等 既 例 等 

○地元 研究者等 聞  

○現地調査 対象 業実施区域 状況 応 適 時期 期間

～ 日程度  

 

植生 概要 ○既 文献等 整理 解析 主 既 文献等  

○ 自然環境保全基礎調査 植生調査 調査結果 環境省  

○ 変 い 過去 地形 及 空中写真 等 

○空中写真  

○地元 研究者等 聞  

○現地調査 対象 業実施区域 状況 応 適 時期 期間

～ 日程度  

注目 植物 ○既 文献等 整理 解析 主 既 文献等  

○ 絶滅 あ 生動植物 種 保 関 法

国内希少 生動植物種 

○ 長 県希少 生動植物保護条例 指定希少 生植物種 

○ 文 財保護法 文 財保護条例 基 天然記念物 

○ 国立 国定公園特 地域内指定植物 鑑 環境庁 1983

記載 種 

○ 2014  植物 維管束植物 － 日

本 絶滅 あ 生植物－ 環境省 2015 改訂 日本

絶滅 あ 生生物－ － 植物

維管束植物 環境庁 2000  

○ 2014  植物 蘚苔類 藻類 地衣類

菌類 －日本 絶滅 あ 生生物－ 環境省 2015

改訂 日本 絶滅 あ 生生物－

－ 植物 維管束植物 外 環境庁 2000  

○ 植物群落 日本自然保護協会 1996  

○ 長 県版 維管束植物 長 県 2002  

○ 長 県版 非維管束植物 植物群落  

長 県 2005  

長 県版 植物 長 県 2014  

○ 自然環境保全基礎調査 巨樹 巨木林調査 特定植物群落調査

調査結果 環境省  

○ 学術調査 学術論文 

○ 県 資料 等 

○地元 研究者等 聞  

○現地調査 対象 業実施区域 状況 応 適 時期 期間

～ 日程度  
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植物 対

象 業実施区域

置付  

○ 記調査結果 整理 解析 把握 

○必要 応 地域 民 聞  

 

予備調査結果 と まとめ 

●植物 概況 記述内容及 作成 表例 

 対象 業実施区域及 周辺 植物相並 植生 概況 

   周辺地域 1/50,000 程度 現 植生  

 対象 業実施区域及 周辺 注目 植物 概況 

注目 個体 集団 種及 群落 い 記述 

 必要 応 1/50,000 程度  

 対象 業実施区域 植物 概況 

 対象 業実施区域 1/10,000 程度 相観植生 又 土地利用  

 植物 対象 業実施区域 置付 及 保全 留意  

周辺 植物 状況 踏 え 植物 対象 業実施区域 置付  

想定 注目 植物 個体 集団 種及 群落  

想定 注目 植物 生育立地 条件 地形 地質 土壌 降水 積雪深

地 水 水 日照 気温 放牧等 人 関 等  

留意 保全機能 

他 保全 留意  

関連 目 う 植物 関連 い 概要 記載  

既 資料 植物種 参考資料 添付  

空中写真 業 置 示 資料 業計 中 盛 込  

 

－  コ ピング 

 考え方 

 ＜無植生地以外 選定＞ 

植物 い 自然環境及 生活環境 保全 非常 要 環境要素 あ

無植生地 人 裸地 人工面等 い 実施 業 外 対象

原則  

 ＜注目すべき植物 具体的に想定＞ 

ン 業特性 地域特性 視 行う あ 予備調

査 結果 基 次表 参考 必要 応 専門家 意見 聴い 定

 

注目 個体 集団 種及 群落 い 体的 う 対象 注目

う い い 予備調査 結果 基 方法書 段 体的

種 群落 等 限 明  

注目 植物種等 調査 過程 い 時必要 追加

い  

 ＜重点化項目、簡略化項目 明確化＞ 

ン い 定 目 簡略 行う 明

特 注目 植物種や群落等 い 体的 対

象 想定 場合 種や群落 明記 ○○類 い 類群 対象

良い  
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簡略 い 予備調査 結果 大 体的

う 植物 対象 想定 検討 対象 対象 要

性 対 影響 及ぼ う 行 有無 程度 検討

定  

環境要素 定 際 考え方 概略 影響検討 要  

植物相 無植生地 外 定 

 

特 植物相 豊 あ 自然性

特 高い 特徴的 あ 注目

群落 在 注目

種 多数 在 等 可能性

あ 場合 い 検討

行う  

芝生等 管理草地 集 的利用  

 い 農地等 人 的 管 

 理 強い 簡略 い

検討 行う  

農地 あ 自然性

保 い 水辺や耕作放棄地

あ 場合 い 検討

行う  

植生 

土壌 植物相 植生  

石灰岩地域 特 環境 生

育 注目種や植生 あ 場合

い 検討 行う  

注目 個体

集団 種 群落 

注目 対象 在

想定 場合 定

自然性 高い地域 自

然性 高い地域 都 地域

い 都 地域 注目

対象 あ 基本的

無植生地 外 定 

対象 要度 絶滅 危険性 程 

 度等 地域個体群 状況等  

 応 簡略 い 検

討 行う  

保全機能等 森林 在 場合

森林 期 機能

定 一般的 水源 養

機能 山地災害防 機能

主  

水 い 洪水

防 機能 地 水 養機能

定 

地形 周辺土地利用等 条件  

特 要 あ 推定  

機能 い い 検

討 行う  

改変 想定 森林や水 面

積 極 い場合 地形 周

辺 土地利用等 森林や水

果 い 機能 い

想定 場合 簡略 い

検討 行う  

他 都 地域 あ 安

や憩い 場 保全 観

緑被率等 定 

計 等 い 安

や憩い 場 保全や緑 地

域等 い 場合

い 検討 行う  
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－  調査 

調査 内容 

技術指針 表第  

 植物相 

対象 業実施区域及 周辺区域 生育種 把握 地域全体

植物相 概況 い 把握  

対象 種子植物及 植物 必要 応 他 い 把握  

 植生 

対象 業実施区域並 周辺区域 植物群落 組成及 構造等

把握  

保全対策環境保全措置 検討 参考 潜在自然植生 い 把握

 

 土壌 

対象 業実施区域並 周辺区域 土壌 類 構造及 土壌生産力等

把握  

 注目 個体 集団 種及 群落 

対象 業実施区域並 周辺区域 注目 個体 集団 種及 群落

把握 現 生育 状況 生育立地 条件 土壌 水象又 微

気象等 及 移 状況等 把握  

必要 応 歴史的 文 的背景又 地域 民 意識等 い 把握 参考

 

 保全機能等 

  対象 業実施区域及 周辺区域 植生 有 保全機能等 い 把握

 

調査 内容 定 基本的 ン 結果  

＜植物相＞ 

種子植物 植物 外 植物 蘚苔類 植物 藻類 地衣類 菌

類等 対象 想定 種子植物 植物 外 植物 い

定 困 一般的 や生態 関 情報 少 い場合 多い 既

文献等 調査地域 い 注目 種 又 可能性 高い

あ い 地域 特徴 い い 知 い 場合 当 種あ い

類群 対象  

＜植生＞ 

 植物群落 組成及 構造等 把握 行う  

潜在自然植生 あ 土地 一 人間 影響 停 現在 気

候 地形 立地 支え 最 発 植物群落 いう

緑 等 保全対策環境保全措置 検討 一 目安

検討 望 い  

＜土壌＞ 

土壌調査 基本的 植生 対象 場合 定  

＜注目すべき個体、集団、種及び群落＞ 

注目 個体 集団 種及 群落 い 植物相及 植生 調査結果

対象 見直 行い 個々 注目 対象 調査 実施 特

生育立地 条件 い 対象 種や群落等 応 調査内容 異
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種や群落 生育条件 関 一般的 知見 調査地域 概

要等 調査 内容 検討  

対象 業実施区域及 周辺区域 表 出現 度や被度 高い等 植物

種 い 生態系 い 型性 観 指標種 抽出  

生態系 い 型性 他 性 特 性 い 観 指標

種 抽出 植物 動物 生態系 調査 予測及 評価 全体

的 見渡 適 注目種 指標種 抽出 努  

歴史的 文 的背景又 地域 民 意識等 注目 植物 定 当

植物学的 観 民 生活や地域 歴史 文 等 関わ

い 親 い 利用 種等 い 考慮 行う

あ  

＜保全機能等＞ 

植物 多様 環境保全機能 有 機能 応 調査方法 異 着目

機能 応 把握 必要 地形 地質 水象等 情報 定  

調査 方法 
技術指針 表第  

植物相  

既 文献等又 聞 参考 現地調査 行い 生育種 記録 地

域 植物相 概況 確 方法等  

植生  

既 文献等又 聞 参考 現地調査 行い 植物群落 状況 確 方法

等  

調査結果又 既 文献等 基 潜在自然植生 推測  

土壌  

植生調査 基 類 構造及 土壌生産力等 推定 現地調査 確

方法等  

注目 個体 集団 種及 群落  

既 文献等又 聞 注目 個体 集団 種及 群落 抽出 現地

調査 状況 生育立地 条件及 移 状況等 確 方法等  

保全機能等  

既 文献等 参考 地形 地質 水象 動物又 植生等 調査 基 植生 有

保全機能等 推測 方法等  

＜植物相＞ 

 目的等 

植物相調査 対象 業実施区域 植物相 概況 把握 注目 植物

定 適 行う あ  

  調査 方法 

調査 原則 現地調査  

植物相 特徴 主要 植物種 生育 有無 目視観察 調査 植物目

録 作成  

現地 定 困 い 標本 採 必要 応 専門家

定 行う 標本 採 当 個体数 極端 少 い

配慮 等 調査 現地影響 限 少 う配慮  

調査 信 性 確保 必要 応 標本又 写真 確 地 確 日
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時 確 者 等 情報 提出 う  

調査対象 種子植物及 植物 基本 自生種 環境 状況

把握 帰 植物 い 実施  

  調査結果 等 

植物目録 作成 目録 作成 当 長 県植物 長 県植物

纂委員会 1重重】 類 基本  

類群 科数 種数 集計表 作成  

対象 業実施区域 植物相 特徴 い 既 文献等 整理 解析 周辺

地域 状況や 対象 業実施区域 地形 植生等 立地 関連 留意 記述

 

方法 例等 い 自然環境 ン 技術 ュ

自然環境 ン 研究会 1重重監 参照  

＜植生＞ 

  目的等 

植生調査 対象 業実施区域及 周辺 現 植物群落 識

特性 明 あ  

植生調査 対象 業実施区域全体 植物 状態 対 影響 把握

非常 要 あ  

植生調査 結果 植物 動物 生態系 景観等 自然環境全般 基

礎情報  

  調査 方法 

植生調査 植物社会学的手法又 準 手法 植生高 層構

造 種数 種組成 被度 群度 立地特性 植生 移 置付 自然植生

償植生各群落 時系列 類縁関係等 等 調査 群落 識 定

群落組成表 群落特性表 現 植生 作成  

植生 1/監,000 程度 基本 表記 得 100 ㎡ 植物群落

対象 準備書等 1/10,000 程度 縮 記載 可能

あ  

  植生 評価 

注目 群落 抽出及 植生 予測 基礎資料 植生 評価 行う

評価 高い群落 注目 群落 抽出 影響 評価 い

評価区 植生 改変面積 比較 影響 程度 計測 可

能  

植生 評価 特異性 種組成 型性 群落形態 型性 希少植物

包含性 自然性 規模 特異性 群落 再現可能性 生育立地 安定性 人

対 感 性等 多様 観 評価 望 い 評価手法

必 一定 手法 あ わ 個々 応 適

目 定 各 目 基準 設定 求 い 参考― 自然保護 留意

植物群落 評価 関 研究 あ い 評価 目 11-「1  
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簡便 手法 従来 植生自然度 用い 近 問

題 い 山 自然や草地 減少等 踏 え 植生自然度 十

評価 言え い 前述 う 多様 観 評価 行う

要 あ  

地域特性 自然性 高い植生 保全 第一 適当 断

場合 植生自然度 基本 自然性評価 用い

植生自然度 区 自然性 10 段 評価 い 植生自然度 10

自然性 いう観 等 あ う 十 留意

使用 必要 あ 参考―植生自然度評価基準 11-「「  

 潜在自然植生 推定 

潜在自然植生 主 植生調査結果 土壌調査結果 基 周辺地域

自然植生や 償植生 立地環境等 推定  

潜在自然植生 推定結果 あ 地域 植生 保全 復元 検討 当

目標 植物群落 立地 群落構造 参考 参考―潜在自然植生

推定方法 11-「」  

  植生調査結果 等 

植生 作成  

植物群落 植生高 層構造 均出現数 主要構成種 立地特性 植生

移 置付 及 解 等 群落特性表 作成  

群落 断面模式 作成  

組成表 い 資料 掲載  

植生 評価 考え方 評価手法 評価結果 い  

植生評価 作成  

必要 応 潜在自然植生 作成  

対象 業実施区域 植生 特徴 い 既 文献等 整理 解析 周辺地

域 状況や 対象 業実施区域 地形 土壌等 立地 関連 留意 記述

 

植生調査結果 例等 い 自然環境 ン 技術 ュ

自然環境 ン 研究会 1重重監 参照  

＜土壌＞ 

  目的等 

土壌調査 植物 影響評価 行う 当 生育立地 条件 把握

あ  

潜在自然植生 推定や植生 環境保全機能評価 基礎資料

保全対策環境保全措置 検討 当 基礎的条件 要 あ  

  調査 方法 

植生 地形 地質 想定 土壌 区 試坑断面調査及 現地踏査

行い 土壌断面 観察 記録 調査 当 周辺植生等

影響 生 い う留意 調査 埋 戻 行う  
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試坑断面調査 幅 深 ｍ程度 試抗 掘 土壌層 層厚 土色

腐植 土性 石礫 水 状態 堅 等 断面 形態的特性 観察

記録 断面 周辺 写真 影等 行う 目

細 調査 実施 場合 必要 応 土壌層 試料 採 理 学特

性 析 行う  

把握 土壌 特性 基 既 文献等 生産力 推定  

試坑断面調査 結果及 植生調査結果等 基 土壌 類及 生産力

特性 把握 類 当 林 土壌 類 林業試 場 1重】監

農耕地土壌 類 農業技術研究所 1重】重 土地 類基本調査 統一的土

壌 類 経 企 庁 1重】0 参考  

現地踏査 類 土壌 境界線 確定 土壌 作成

土壌 植生 縮尺 合わ 1/監,000～1/10,000 程度 精

度  

  土壌調査結果 等 

土壌断面 作成 

土壌 類 特性表 作成 

土壌 作成 

土壌 生産力等 特性 記述 

＜注目すべき個体、集団、種及び群落＞ 

  目的等 

注目 個体 集団 種及 群落 調査 植生 並 植物 影響予測

基本 あ  

予備調査 植物相調査及 植生調査 植生 評価 含 結果 注目

個体 集団 種及 群落 抽出 対 予測 評価及 保全対策環

境保全措置 検討 必要 情報 得 目的  

注目 個体 集団 種及 群落 抽出 当 希少性 他学術

要性 歴史的文 的背景や地域 民 関わ 留意  

段 調査 植物相 植生 調査 精度 高い  

  調査 方法 

注目 個体 集団  

○注目 個体及 集団 学術的 歴史的 文 的 景観的等 観 注

目 樹木又 樹群 並木や樹林 天然記念物等 指定 い 樹木

樹群 大 木等 対象  

○ 天然記念物 指定 い 樹木 樹群 

○ 保 樹 保 樹林等 指定 い 樹木 樹群 

○ 第 回自然環境保全基礎調査 巨樹 巨木 地 1」0続m 幹周 」00続m

 

○ 大 木 地 1」0続m 幹周 1監0続m 程度 森林域

い 
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一般 記 巨樹 巨木 基準 当 対象  

○ 他 記 準 個体 集団等 

○注目 個体 集団 い 個々 種 置 樹高 地

1」0続m 幹周 健全度 又 活力度 信仰 有無等地域社会 関わ 保護

状況 天然記念物や保 樹等 指定 有無 周辺 状況等 調査  

注目 種  

○植物相調査 結果 基 掲載種等 希少 種 他

学術 要 種 地域社会 い 民 生活 密接 関わ あ 種等 抽出

定理 明  

○ 地域 特徴 表 型的 種 い 生態系 扱う  

○◇希少 種 

種 保 法 国内希少 生動植物種 

長 県希少 生動植物保護条例 指定希少 生動植物 

環境省 県 等 掲載種 

他 県及 地域 希少 種 資料 専門家 聞 等

 

○◇学術 要 種 

限界種 水 限 限 垂直 限 限

隔  

立 地域個体群 

業実施区域及 周辺 基準標本 採 地 あ 種 

業実施区域及 周辺 固有種 

特異 立地 特有 種 

国立 国定公園特 地域内指定植物 指定理 留意  

他学術 要 種 資料 専門家 聞 等  

○◇生活 密接 わ あ 種 

山菜 果実 等食用 供 種 

特産品 原料 種 

他 地域 民 親 大 い 種 

○◇ 他 記 準 種 

人 的 対 著 感 性 高い種 

注目 動物 昆虫 食草  

○抽出 い 細 現地調査 行い 置 現 生育地 面

積又 個体数 生育状況 活力度 生育立地 条件 土壌 水象 微気象等

等 把握 場合 い 対象種 生育条件 関 一般的知

見及 調査地域内 既 確 い 地 状況等 生育 可能性 あ

場所 想定 調査  

○ 特 要 種 あ 影響 想定 場合 必要 応

示 生育立地 条件等 細 現地調査 実施や 文献及 聞 等
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周辺地域 生育状況 確 行う  

○ 土壌 土壌 類 厚 理 学的特性等 

○ 水象 地 水 湖沼や河 水深や冠水 度等 地 水や湧水 関

係 場合 賦 状況 流 状況 養域等 推定

う 地 水 水質 地質 状況 降水 等 調査 実施  

○ 微気象 相対光 子束密度 温度 風等 

○生物多様性 概念 遺伝子 多様性 含 調

査 実施 場合 い 解析 DNA 解析 実施 い

検討 特 立 地域個体群 個体数 少 い固有種等 対 影響 想

定 場合 細 検討 必要  

注目 群落  

○植生調査 結果 基 希少性 他学術性 地域 民 生活 関わ

等 観 注目 群落 定 定理 整理  

○ 第 回 第 回自然環境保全基礎調査 環境庁 長 県 特

定植物群落及 定基準 当 群落 

○ 天然記念物 指定 い 群落 

○ 植物群落 。財)日本自然保護協会 1重重盤 記載

い 群落 

○ 他 県及 地域 希少 群落 地域版 掲

載種 他 資料 専門家 聞 等  

○ 植生 評価 特 高い評価 得 群落 

○ 花 葉 新緑 美 い群落 食用 供 植物や特産品や原 料

植物 産 群落 他地域 民 親 又 大 い 群

落 

○ 他 記 準 群落 

○抽出 群落 い 細 現地調査 行い 置 現 面積

等 生育状況 主 構成種 活力等 生育立地 条件 土壌 水象 微気象等

移 状況等 把握  

○生育立地 条件 細 調査内容 注目 種  

○ 移 状況 移 過程 段 あ いう 次的 成立

あ 自然植生 近い あ 植生 評価 係 情報

放置 消滅 群落 あ 定期的 自然 攪乱や人 的

管理 維持 い 群落 あ い 将来 植生 保全又

管理 参考 情報 あ  

 調査結果 等 

注目 個体 集団 種及 群落 特性表 定理 現 生育状

況 生育立地 条件等  

注目 個体 集団 種及 群落  

特 要 い 生育立地 条件 解析結果 
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＜保全機能等＞ 

  目的等 

植生 有 保全機能 明 機能 保全 目的

 

  調査 方法 

○植生 有 環境保全機能 多様 一般的 う あ

中 地域 特性 応 特 要 考え 定  

水保全   水 準 水源 養 水質浄 等 

侵食防   水食防 風食防 雪食防  

自然災害防 崩壊防 洪水防 雪崩防 等 

防火    延焼阻 災害時 避 地 

大気浄   酸 炭素吸収 貯留 大気汚染物質吸収 

音防   遮音効果 消音効果 

生生物種保全 

保健 養  景観構成 精神安定 快適性向 ョン等 

教養 教育 大学等 演習林 学習林等 

○既 文献等 各機能 評価 適 手法 定 手法 参考

文献 一例 う あ  

○◇ 森林 機能 評価実施要領 林 庁 1重】】  

水源 養 土砂災害防 木 生産等 機能 い 土壌 表層地質

地質構造 斜面形状等 条件 評価 

○◇ 森林 整備水準 機能計 等調査報告書 森林 整備水準 評価手法

林 庁 1重重0  

○◇ 長 県 今 森林整備指針 長 県林 部 1重重盤  

水源 養 土砂災害防 木 生産等 機能 い 機能 高

う 森林整備 あ 方 検討 評価 

○◇ 個 環境保全機能 評価 農林水産業 国土資源 環境 保全機能及

維持増進 関 総合研究 研究報告 第 集 流域

国土資源及 環境保全機能 維持増進方策 策定 農業環境技術研究所

1重里里  

水源 養 水質浄 土砂崩壊防 洪水防 等 機能 い 土壌

表層地質 傾斜 降水 土地利用等 条件 評価 

○◇ 開発 伴う植生 環境保全機能 的推定 試 信 大学環境科学

報第 1「 巻 只木良也 1重重0  

植生 区 経 的 諸機能 得 設定 

  調査結果 等 

各機能 評価結果 機能評価 作成 

＜そ 他＞  

他 目 緑被率 緑視率 い 示  
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 目的等 

街地等 あ 安 や憩い 場 確保 問題 場合 多い

望 い水準 緑被率 緑視率 確保 目的 地域 実態

把握 中 対象 業実施区域 果 い 役割 明  

 調査 方法 

緑被率 い 植生調査結果及 空中写真 等 緑被 区

把握 対象 業実施区域内及 周辺区域 緑被面積及 緑被

率 把握  

緑視率 写真 影 行い 面 緑 割合 計測 把握

緑視率把握 写真 影方法 特 定 い 既 文献等

比較 う 場合 準 文献 計測方法 合わ  

  調査結果 等 

緑被 緑被面積及 緑被率集計表 地域 緑被 果 対象 業実施

区域 植物 役割 

緑視率集計表 緑視状況写真 地域 緑視 果 対象 業実施区域 植物

役割 

調査地域及び地点 

技術指針 表第  

調査地域 対象 業 実施 植物 対 影響 想定 範 含 地域 設

定  

調査地 又 調査 地形及 水系等 考慮 地形 又 航空写真 他 既

文献等 参考 調査地域 適 把握 う設定  

植生調査地 地形 又 航空写真 他 既 文献等 参考 想定

群落 限 複数 設定  

土壌 調査地 植生調査 基 予想 土壌 類 限 複

数 設定  

＜植物相＞ 

調査地域 影響 想定 地域 対象 業実施区域及 周 「00

ｍ程度 区域 基本 地形や植生等 見 対象 業実施区域

一体性 高い地域 表流水や土砂 流動 影響 及ぶ 想定 流域等

い 調査地域 大 設定  

調査 対象 業実施区域全体 わ 地形 植生等 条件 想定

生育環境 網羅 う設定 特 岩角地 崖地 崩壊地 湿地 水辺

等 特異 立地 い 注目 種 生育 可能性 高い 必

含  

＜植生＞ 

調査地域 植物相調査 準  

現地植生調査 調査区 予備調査結果 空中写真 地形 等

想定 植物群落 い 区 ～ 程度 調査区 設定 広

面積 わ 区 い 多 調査区 設定  

＜土壌＞ 
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調査地域 植物相調査 準  

土壌調査 及 地 植生 地形 地質 応 設定  

＜注目すべき個体、集団、種及び群落＞ 

抽出 個体 種及 群落 一般的 生育条件等 可能性 高い場所

想定 細 調査 行う  

生育環境 い 対象 特性 応 生育地及 周辺 い 調査 行

う  

土壌 水象 表流水 地 水 水質等 い 環境要素 係 調査

活用 十 場合 注目 植物 生育地 対応

途調査地 設定  

＜保全機能等＞ 

調査地域 植物相調査 準  

調査地 設定 行わ 全域 関 推定 行う  

＜そ 他＞ 

調査地域 対象 業実施区域及 周辺区域 宅 状況 地域社

会 地区区 等 案 設定  

緑視率 調査地 周辺区域 緑視率 適 把握 う 対象 業実施

区域周辺 路 表地 設定  

調査期間等 

技術指針 表第  

調査期間 間 通 状況 把握 う設定  

注目 個体 集団 種及 群落 あ 必要 応 細 状況

把握 う設定  

調査時期 開花期 結実期又 胞子 う形成期等 考慮 設定  

＜植物相＞ 

通常 春 夏 秋 各 回 調査 実施  

特 早春 初夏 必 調査 実施  

植物 適 時期 逃 定や発見 困 種 あ 予

備調査結果 基 予 地元 有識者等 生物 節 関 情報 入手

時期 設定  

注目 種 可能性 あ い 定 困 あ 場合 調

査期間 延長 確 行う  

＜植生＞ 

植生調査 植物 生育 盛 種 確 率 高い春 夏 中心

実施  

節的 確 可能 時期 限 群落 十 調査資料 得 い

い群落等 い 適 時期 調査 行う  

＜土壌＞ 

調査 時期 特 い  

＜注目すべき個体、集団、種及び群落＞ 



植物 

11-16 

抽出 個体 集団 種及 群落 特性 応 最 細 状況 把握 適

時期 定  

特 要 対象 い 間 通 生育環境や生育状況 把握

必要 応 調査期間 延長  

＜保全機能等＞ 

調査 時期 い  

＜そ 他＞ 

調査 時期 緑被率 緑視率 適 把握 春 落葉前 時期 間

設定  

 

－  予測 

予測 内容 

技術指針 表第  

直接的 間接的影響 目 対 変 程度又 消滅 有無 予測  

 植物相 

 植生 

 土壌 

 注目 個体 集団 種及 群落 

 保全機能等 

予測内容 ン 定 目 準  

予測地域及び予測地点 

予測地域 調査地域 準 原則 直接的影響 い 対象

業実施区域内 間接的影響 い 対象 業実施区域及 周辺区域  

植物相 植生 保全機能 調査地域全域 注目 個体 集団 種及 群落

い 予測 対象 地 予測地  

特 水象及 水質 変 等 生 間接的影響 広範 及ぶ可能性

あ 留意  

予測対象時期等 

予測時期 工 中 影響 含 工 完了 適 時期 直接的影響

い 原則 工 完了時及 保全対策環境保全措置 効果等 一定期間

経 安定 時期  

間接的影響 い 計 い 施設等 通常 状態 稼働 植物 一定

期間 経 安定 時期 工 期間中 特 大 間接的影響 想定

場合 植物 影響 最 大 考え 時期 い 行う  

工 計 い 工期 工区 区 工 間隔 い 実

施 場合又 施設等 建設 段 的 行わ 間隔 長期 及ぶ場合

工期 工区又 段 予測 行う  

予測 方法 

技術指針 表第  

直接的影響 対象 業計 合わ 予測  

間接的影響 類似例又 経 則等 予測  
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 直接的影響 

直接的影響 係 予測条件 業 改変区域 明 際

土 盛土等 区域 工 実施 開 範 等 改変区域

含  

緑 移植 復元 償 係 保全対策環境保全措置 予測条件 考慮

可能 あ 現状 区域 保全対策環境保全措置等

復元 創出 区域 明確 区  

調査地域内 他 業等 植物 変 及ぼ 想定 場合

内容 予測条件 組 込 植物相 直接的影響 係 予測

改変区域 植生 地形等 状況及 植物相 特性 特定 種等 著 減少

植物相全体 変 可能性 定性的 記述  

植生 直接的影響 係 予測 改変区域 現 植生 及 植生評価

群落 植生評価 改変面積 改変率 算定  

土壌 係 予測 改変区域 土壌 土壌区 や生産力

区 改変面積 改変率 改変 改変面積×改変土壌厚 等 算定  

注目 個体 種及 群落 直接的影響 係 予測 改変区域

対象 対象 改変 生育地

改変 全体 現 面積 個体数等 占 改変率 活力度や生育条

件 改変面積 改変率等 算定  

植生 有 環境保全機能等 直接的影響 係 予測 改変区域 各機能

機能評価 又 複数 機能 総合評価 機能 評価区

改変面積 改変率 総合的 機能評価区 改変面積 改変率等 算定  

例 参考 植生 変 整理 影響 予測  

 参考             植生変 予測表 

群落  
現 況 工 実施  

増減面積 変 率 
面積 占有率 面積 占有率 

       

       

       

       

 

 間接的影響 

間接的影響 係 予測条件 影響要因 水象 水質 地形 地質等他 環

境要素 予測結果 踏 え 想定 環境条件 変 等 明  

特 注目 個体 集団 種及 群落 間接的影響 係 予測 調査

結果 検証 う 生育立地 条件 変 等 限 定 的 予

測 う努  

 

－  保全対策環境保全措置 

業 実施 場合 通常 土地 改変 伴う あ 改変区



植物 

11-18 

域 植物 直接的影響や 生育環境 変 間接的影響 避 い あ

植物 予測結果 基 環境 対 影響 和 考え方 積極的 保

全対策環境保全措置 検討 必要 あ 植物 係 保全対策環境保全措置 次

考慮 適 行う  

注目 個体 集団 種及 群落 う 極 価値 高い 場合

原則 生育場所 改変区域 除外 生育環境 保全 必

要 条件 水象 日照等 確保 将来 わ  

生育環境 保全 必要 条件 い 技術的 影響 修 及 減 可能 あ

場合 保 対策環境保全措置 生育環境 保全 行う 可能 あ

う 例 地 水 対 水 注入 植栽等 日影 確保等 考

え  

記 外 注目 個体 集団 種及 群落 い 生育場所 最

大限 基本 困 場合 様 環境条件 有 区域

移植 検討  

移植 他 手法 採用 い場合 や 得 実施 償 保全対

策環境保全措置 あ 安易 移植 い う配慮 移植 行う場合

移植前 生育環境 移植予定地 生育環境等 い 十 調査 行い 適

移植地 定 移植 適 準備 移植 適 維持管理及 調査 実施

 

特 草 い 移植 保全対策環境保全措置 十 あ

活着 世 交 行わ 確 又 採 種子 種 等

対策 必要  

他 植物相 植生 土壌 保全機能等 影響 限 影響

基本  

体的 保全対策環境保全措置 例 う 想定  

 回避 

区域 変更 造成計 変更等 注目 対象 地 評価 高い植生

域 保全機能 評価 高い植生域等 直接改変域  

植物 生育立地 条件 地 水 要 意味 持 場合 地 水 著 い影

響 え う 地 構造物 地 工 等 避  

 最小化低減 

区域 変更 造成計 変更等 注目 植物 生育地 評価 高い植生

域 保全機能 評価 高い植生域等 直接改変部 限 少 又

心部  

造成区域 縮 区域 変更等 注目 植物 生育環境 植生 土壌

保全機能等 減少 等 限 抑え  

工法 工夫等 改変区域周辺 工 改変 限 抑え  

 修正 

林縁部 植栽 気象害 強い森林育成 等 改変部 未改変部 境界
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植生 影響 和  

砂池 土 柵 造成地 早期緑 等 工 中 濁水 流出や土砂 流亡

影響 和  

造成計 変更 工 計 変更 採 土砂 仮置 等 発生 表土

業実施区域内 緑 等 活用  

現 植生 潜在植生等 考慮 植栽及 緑 行う 改変地 表土 含 移

植 行う 周辺植生 構成等 緑 行う  

大 木等 置 緑 活用  

改変 水辺等 い 現在 自然 状態 近い形態 整備 行う  

 低減 

緑地 造成緑地等 適 管理 行う  

 代償 

注目 植物 生育地 創出 移植  

注目 植物 生育適地 移植  

消失 保全機能等 い 必要 応 替植生等 確保 創出 償的機能

有 施設 整備等 行う 施設整備 際 環境 影

響 予測 限 影響 少 い方法 採用  

 

－  評価 

評価 内容 

評価 内容 予測 内容 準  

評価 方法 

評価 調査結果 予測結果及 環境 対 影響 和 考え方 踏 え 次 観

業者 見解 明  

 環境 対 影響 和 ョン 観  

配置 工法等 係 保全対策環境保全措置 組 込 複数 案 い 定

目 及 植物 係 総合 予測結果 比較 業者 実行可

能 範 い 限 環境 対 影響 和 ョン

い 否 断  

複数案及 複数 目 予測結果 基 影響 程度 比較 現況 評価結果

要度 改変 掛 合わ 数値 総和等 定 的指標 設定

望 い 定 的 指標 設定 困 場合 影響 大 中 い 定

性的 比較 や 得 い 際 特 影響 和 対象 設定

評価 行う 可能 あ 場合 対象及 設定 理 等

明確  

複数案 比較 行わ い場合 理 及 当 案 和 い

明  

 環境保全 目標等 整合 観  

う 目標等 整合 実行可能 範 い 限 い



植物 

11-20 

否 断  

○ 業者自 設定 目標 

○ 絶滅 恐 あ 種 保 法 等 保護対象 い 植物 

○ 掲載種 

○ 開発指 等 基準 

○ 県及 関係 環境基本計 等 い 保全対象 い 植物 

○ 県及 関係 い 目標 い 緑地 確保や緑 率 

○ 他 自然環境 保全 望 い水準 係 科学的知見 

 

－  事後調査 

事後調査 項目 

○ 定 目 う 相当程度 影響 想定 改変区域 変更 外 保全対策環境

保全措置 講 目 調査 対象  

○予測 確実性 高い 目 保全対策環境保全措置 効果 確実性 高い 目

等 い 影響 大性 応 調査 対象  

○ 体的 う 場合 想定  

○ 修 償 保全対策環境保全措置 講 場合 

○ 特 要 注目 植物 影響 想定 場合 一部改変等 行う場合

地 水 他生育環境 変 影響 想定 場合 工 中 影響 想定

場合等  

○ 業実施 保全対策環境保全措置 内容 細 場合 

○ 他 的 視 必要 場合 

事後調査 内容 

植物 状況 構成種 面積又 個体数 生育状況等  

生育環境 状況 対象 応 水象 気象条件等  

業 実施状況 

事後調査 方法 

評価書 調査及 予測結果 比較 行う 現況調査手法 準

実施  

事後調査期間等 

調査時期 原則 予測対象時期  

償 保全対策環境保全措置 講 場合又 相当程度 間接的影響

想定 場合 工 完了 ～10 間程度 目安 定期的 調査 目

目 目等 実施  

環境 変 生育場所 対 間接的 副次的 影響 植物 影響 徐々

表 場合 あ 考慮 入 設定  

植物 在 供用 影響 係 調査 業完了 主 あ

工 中 影響 未然防 適 業実施 確 工 中 適宜 調査

実施
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参考 

自然保護 留意 植物群落 評価 関 研究 あ い 評価 目 

 沼 案
 
 大場案

 
 中西案

 
 菅沼案

 
 伊藤案

 
 

特異性 
● 希少性  

限界性  
●群落 域 ●群落 域 国  

● 限界性 県  
●群落 水 域

関係 
●群落 垂直 域

関係 
●群落 希少

性 

● 広狭性 
群落  

●群落地 県内又
隣接地 希少性 
群落  

●種組織 完全性 
群落地  

種組織 型

性 

● 群集 特性
(種 組合 ) 

 
 
●群落 土着性

(外来 帰 植物
含 程度) 

 .........................  
 
 
 
 .........................  

 

 
 
 
 
●群落 土着性 県  

●種 特性 
●木本種 進入 

草原  
 
●植栽樹 割合 
●種 構成 

●種組織 完全性 
群落地  

 
 
  

群落形態

型性 

● 層数  
 
●植生高  
●植被率  

 .........................  
 
 .........................  
 
 .........................  
 
 
 .........................  

 .........................  
 
 .........................  
 .........................  
 .........................  
 
 .........................  
 
 .........................  
 
 
 .........................  

● 群落 層構造 
県  
 .........................  
 .........................  
 .........................  
 
 .........................  
 
 .........................  
 
 
 .........................  
 

● 層数 植被率 
 

 .........................  
 .........................  

●高木層 最大木
DBH 森林  

●高木層 構成樹種
数 森林  

● 優占種 亜優占種
被度 差 

草原 荒原  
● 優占種 更新 

森林  

 .............................. 
 
 .............................. 
 .............................. 
 .............................. 
 
 .............................. 
 
 .............................. 
 
 
 .............................. 

要保護植物種

包含性 

●構成種 希少性
 

●要保護生物種属
包含性 

●希少種 包含性 
国  

●貴 種 生育 ●貴 種 包含性 
群落  

貴 種 有無 多少
群落地  

動物保護

要性 

●動物保護 要
性 

 ● 動物保護 要度 
国       

 .........................   .............................. 

自然性 
● 移度  
 
●自然度  

 .........................  
 
 .........................  

 .........................  
 
 .........................  

● 森林 移状態 
 

 .........................  

 .............................. 
 
 .............................. 

規模 特異性 
● 団地 面積  ●群落 占 面積 ●群落構造 空間的

安定性 国  
●群落 占 面積 ●隣接群落 含 団

地 面積 群落地  

群落 持 性   
。再現可能性) 

●群落 持 性  
(時間的安定性) 

●群落 再現可能性 ●群落再現可能性 
国  

●群落 再現 要
時間 

 .............................. 

立地 安定

性 

●立地 角度  
 
●立地 特 性  

 .........................  

 .........................  
 
 .........................  
 .........................  

 .........................  
 .........................  

●立地 特 性 県  
 .........................  

●立地 安定性 
 
●立地 特性 母岩 
●地形 

●地形 安定性 
群落地  
 .............................. 

人 的撹乱
対 感 性 

●人 的撹乱 対
感 性  

●環境汚染 破壊
対 抵抗性 

●人 撹乱 対
感 性 国  

 .........................   .............................. 

将来

性 

 .........................   .........................  ●植物群落 将来予
測 県  

●現状 近い社会構
造 開発 進

面積又 構造
変  

 .............................. 

研究 要

性 

 .........................   .........................   .........................  ●学術 (研究対象
要性) 

 .............................. 

保護 管理

特性 

●目標植生 対応 
(管理基準) 

 .........................  
 
 .........................  

 .........................  
 
 .........................  
 
 .........................  

 .........................  
 
 .........................  
 
 .........................  

●群落(途中相) 持
性(管理実態) 

●管理体制 
(法制 担保性) 

● 環境保全  
( 要性) 

 .............................. 
 
 .............................. 
 
 .............................. 

ュ

結合性 

●景観 要度 
 

●畏敬 対象  

 .........................  
 .........................  

●景観構成要素
要性  

● 景観  
 .........................  

 .............................. 
 .............................. 

有用性 
● 安 感

 
 .........................  

 

 .........................  
 
 .........................  
 

 .........................  
 
 .........................  

 

 .........................  
 

●利用価値 高い種
(園芸 薬用 食用
等) 含  

 .........................  
 
 .........................  

 

出 自然保護 留意 植物群落 評価 関 研究(第 回自然環境保全基準調査検討委員会植物群落評価 科

会) (環境庁 1980 作成  

* 沼 真案 一次 考。 目 付記) 次 考。 目 付記) 評価 目 一次 考 い

学術的 自然保護的 要性 抽出 群落 い 次 考 評価 目 目的 応 適用 い  
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* 大場 之案 い 国 要性評価  

* 中西哲案 国 県 各 要性評価 目 区 い 。各 目 国 県 種 付記)  

* 菅沼孝之案 森林 草原 荒原及 全群落共通 種 対応 各種目 評価内容 記載 い  

* 伊藤秀 案 群落 全体 扱う 目 個 植 。群落地) 扱う 目 区 い 。各 目 群落 群落

地 種 付記)  

 

参考 

植生自然度評価基準 

 

植 生 

自然度 

   内      容 備 考 

 街地 造成地 植生 殆 い地区 

 農耕地 水 地  水 地等 耕作地 緑 多い 宅地 緑被率

60％  

 農耕地 樹園地  果樹園 桑園 茶 苗圃等 樹園地 

 次草原 背 い草原  群落等 背 い草原 

 次草原 背 高い草原  群落 群落等 背 高い草原 

 造林地 常緑針葉樹 落葉針葉樹 常緑広葉樹等 植林地 

 次林 － 群落 － 群落等 一

般 次林 呼 償植生地区 

 次林 自然林 近い  再生林 萌芽林等

償植生 あ 自然植生 近い地区 

 自然林 極相林又 近

い群落構成 示 天然林  

－ 群集 群集等自然植生

う 多層 植物社会 形成 地区 

10 自然草原 自然草原 湿原  高山 風衝草原 自然草原等 自然植生

う 層 植物社会 形成 地区 

注 9 10 自然性 高 い ン  



植物 

11-23 

参考 

潜在自然植生 推定方法 

 推定 手  

-1 対象区域 群落情報 把握 

対象区域内 自然植生 償植生 構成 全植物群落 種組成 群落組成表

現 植生 作成 種組成 推定 植生 移 置付 自然植生 償植

生各群落 時系列 類縁関係 等 把握  

-2 対象区域 立地情報 把握  

対象区域内 立地 地質 土壌 日照 風衝等 土壌 作成 把握

 

  現 植生 立地 対応関係 把握 

-1 -2 対象区域内 群落 立地 対応関係 把握  

  対象区域内 各立地 対応 自然植生 推定 

対象区域内 各立地 対応 自然植生 結果 推定  

但 人 的影響 立地 可逆 変 ex 造成 基岩 裸出 建設

河 水 固定 地 水汲 水文環境変 等 生 い 場合

近未来 自然回復可能 貧 ex 永 わ 薪炭林施業 蝕土 形成等

識 者 場合 回復 自然植生 推定  

立地 対応 自然植生 又 前生群落 あ 既知 償植生

対象区域内 い場合 様 気候 地質等環境条件 持 周辺地域 対象

自然植生 種組成 立地等 情報 収集 推定 行う  

現況 建築物や舗装 等 い 地 関 潜在自然植生推定方法 現段

定 無 表土 在 仮定 場合等 前提条件 設 推定 又

推定 能 保留 等 行わ い  

 潜在自然植生推定に係わ 参考文献 

県内 潜在自然植生推定 参考 主 文献 あ 潜

在自然植生 推定結果 作業時 解明 い 情報 基 あ 情

報 増加や群落体系 見直 伴い変 場合 あ  

長 県 潜在自然植生 (長 県 1977  

長 県 現 植生 (長 県 1979  

日本植生 中部 (宮脇昭 著 1985  

 

注*1 表土 内 A 層又 B 層 一部 消失 土壌  

 *2 あ 立地 植生 移 い 時系列 前 成立 群落 いう 因 成立

群落 いう 例え 林 前生群落 ウ 木林

群落 林 場合等 あ  


